
平成19年6月29日発行 （毎月6回1の日、５の日発行） ＯＴＫ増刊通巻第3673号 昭和51年9月7日 第3種郵便物認可

第１４回 定期総会・記念講演開催

★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則

Ｎｏ．５８

大

阪

府

重

症

心

身

障

害

児

・

者

を

支

え

る

会

全

国

重

症

心

身

障

害

児

（

者

）

を

守

る

会

大

阪

支

部

ＯＴＫ

支
え
る

―１―

２０
０７

去
る
五
月
二
十
日
（
日
）
「
大
阪
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
第
十
四
回
定
期
総
会
並
び

に
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
挨
拶
、
平

成
十
八
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
、

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
へ
と
議
事

を
進
行
し
、
各
議
案
と
も
出
席
者
の
承
認
を
得
、

成
立
し
ま
し
た
。

午
後
の
記
念
講
演
「
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地

域
生
活
支
援
の
た
め
に
（
入
所
施
設
と
地
域
在
宅

生
活
を
結
ん
で
）
」
に
は
定
員
を
超
え
る
１
１
０

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
「
重
症
心
身
障
害

児
施
設

び
わ
こ
学
園
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

統

括
施
設
長
」
杉
本

健
郎
氏
は
、
障
害

者
施
策
に
お
い
て

危
惧
さ
れ
て
い
る

施
設
運
営
の
困
難

さ
や
看
護
師
不
足

の
現
状
な
ど
を
お

話
下
さ
り
、
会
場

全
体
が
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

右
：
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会

西
治
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長

中
：
大
阪
市
健
康
福
祉
局

障
害
者
施
策
部

障
害
福
祉
企
画

東
一
久
恵
課
長

左
…
大
阪
府

健
康
福
祉
部

障
害
保
健
福
祉
室

地
域
生
活
支
援
課

植
田
剛
司
参
事

来 賓

▲
▲
▲

▲
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重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人

格
と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害

児
・
者
が
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
活
動
方
針

に
従
い
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
。

平
成
一
八
年
四
月
よ
り
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ

た
が
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
益
と
考
え
る
応
益
負
担
に
当

会
で
は
一
貫
し
て
反
対
し
て
き
た
。

障
害
程
度
区
分
認
定
調
査
に
お
け
る
調
査
票
の
調
査
項
目

の
問
題
、
或
い
は
障
害
程
度
区
分
の
認
定
と
そ
の
人
に
と
っ

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を
決
定
す
る
際
の
見
極
め(

調
査
）
が

混
同
さ
れ
、
適
切
な
支
給
量
と
な
っ
て
い
な
い
問
題
な
ど
個

別
の
相
談
に
対
応
し
て
き
た
。

大
阪
市
で
は
念
願
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
た
が
、
自
立
支
援
法
に
よ
っ
て
重
症
児
者
施
設
が
今
後
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
情
報
を
集
め
、
学
習
、

啓
発
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
自
立
支
援
法
へ
の
対
応
に

追
わ
れ
た
一
年
だ
っ
た
が
、
重
症
心
身
障
害
と
い
う
言
葉
さ

え
無
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
さ
え
あ
る
中
、

「
最
も
弱
い
者
を
一
人
も
も
れ
な
く
守
る
」
と
い
う
基
本
理
念

に
立
ち
重
症
心
身
障
害
児
者
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
力
を
結

集
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
年
で
あ
っ
た
。

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
等
を
開
催

◆
堺
市
分
会
設
立
（
平
成
一
八
年
八
月
二
五
日
）

２
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催
（
四
天
王
寺
さ
ん
め
い
苑

さ
ん
め
い
会
共
催
）

日

時
…

平
成
一
八
年
六
月
一
一
日(

日)

会

場
…

エ
ル
・
大
阪

講

師
…

・
児
玉
和
夫
氏

・
岸
本

眞
氏

・
清
水
明
彦
氏

・
冨
田
昌
吾
氏

テ
ー
マ
…
「
重
症
心
身
障
害
児
者
の

地
域
生
活
支
援
の
た
め
に
」

◆
強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会

日

時
…

平
成
一
八
年
五
月
二
〇
日
（
土
）

会

場
…

ク
レ
オ
大
阪
南

講

師
…

中
島
洋
子
氏
（
旭
川
荘
・
児
童
院
）

テ
ー
マ
…

「
行
動
障
害
の
予
防
」

３
．
交
流
事
業

◆
お
楽
し
み
交
流
会

会
場
：

太
閤
園
（
平
成
一
九
年

一
月
二
七
日
）

４
．
啓
発
事
業

◆
懇
談
会

大
阪
府
（
平
成
一
八
年

九
月
二
二
日
）
、

大
阪
市
（
平
成
一
八
年

九
月
二
八
日
）

堺

市
（
平
成
一
八
年
一
一
月
二
九
日
）

５
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
７
回
発
行
。

６
．
施
設
建
設
支
援
の
た
め
の
事
業

◆
「
ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
後
援

会
場
…

阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

（
平
成
一
八
年
一
二
月

二
日
）

◆
◆
月
別
活
動
報
告
◆
◆

四

月

運
営
委
員
会

第
一
三
回
定
期
総
会
（
一
一
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

五

月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
（
二
〇
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

六

月

運
営
委
員
会

「
支
え
る
会
」
セ
ミ
ナ
ー
開
催
（
一
一
日
）

（
四
天
王
寺
さ
ん
め
い
苑
さ
ん
め
い
会
共
催
）

守
る
全
国
大
会
（
宜
野
湾
市
）
（
一
七
〜
一
八
日
）

七

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

八

月

運
営
委
員
会

要
望
書
提
出
（
府
下
自
治
体
へ
）
（
一
一
日
）

「
堺
市
分
会
」
設
立
総
会
（
二
五
日
）

九

月

運
営
委
員
会

大
阪
府
と
の
懇
談
会
（
二
二
日
）

大
阪
市
と
の
懇
談
会
（
二
八
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
〇
月

運
営
委
員
会

大
阪
府
国
民
健
康
保
険
課
・
福
祉
医
療

グ
ル
ー
プ
と
の
話
し
合
い
（
一
八
日
）

一
一
月

運
営
委
員
会

大
阪
市
よ
り
要
望
書
に
つ
い
て
の
回
答
文
書
の
受
取
（
九
日
）

要
望
書
提
出
（
堺
市
市
長
・
堺
市
議
会
議
長
）
（
一
四
日
）

大
阪
府
・
施
設
福
祉
課
と
の
話
し
合
い
（
一
七
日
）

堺
市
障
害
福
祉
課
と
の
懇
談
（
二
九
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
二
月

運
営
委
員
会

ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
後
援
（
二
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一

月

運
営
委
員
会

お
楽
し
み
交
流
会
「
太
閤
園
」
（
二
七
日
）

二

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

三

月

運
営
委
員
会

平
成
一
八
年
度
事
業
報
告

―２―



　　    　科　　　　　　目 金　　   額 摘　　　　　　　要 　   　　科　　　　　　目 金　　　額 摘　　　　　　　要
41会　費　収　入 1,045,000 31事　務　費　支　出 671,703
　01正会員会費収入 916,000 　01職員俸給 0
　02協力会員会費収入 129,000 　02職員諸手当 0
42寄付金収入 56,400 　03賃　　　金 0
　01寄付金収入 56,400 　04法定福利費 0
43事　業　収　入 737,131 　05旅　　　費 29,260会議等参加旅費ほか
　01バザー収入 0 　06一般物品費 9,553消耗品など
　02その他の事業収入 737,131研修会等参加費、書籍売上、印刷代ほか 　07固定資産物品費 0
44補助金収入 0 　08印刷製本費 202,234コピー、印刷経費など
　01地方公共団体補助金収入 0 　09光熱水費 0
　02公益事業補助金収入 0 　10会　議　費 109,227会場費、茶菓子ほか
45本部助成金収入 0 　11修　繕　費 0
　01本部助成金収入 0 　12役　務　費 190,231通信運搬（電話料金含む）、手数料など
46雑　　収　　入 55,422 　13借料損料 122,100複写機リース料
　01雑　　収　　入 55,422研修会時弁当代ほか 　14雑　　　費 9,098
47設備資金借入金収入 0
　01設備資金借入金収入 0 32事　業　費　支　出 782,101
48引当金戻入 0 　01研修会開催費 494,070会場費、設営費、講師料ほか
　01修繕引当金戻入 0 　02レクリェーション活動費 64,575交流会（会場費含む）
　02備品等購入引当金戻入 0 　03分会活動費 0
　03人件費引当金戻入 0 　04調査啓発事業費 0
49積立金戻入 0 　05機関紙出版費 82,456機関紙印刷費、発送費用など
　01建設積立金戻入 0 　06その他の事業費 141,000全国大会参加費など
　02その他の積立金戻入 0

33本部会費 317,400
　01本部会費 317,400
34近畿ブロック会費 3,000
　01近畿ブロック会費 3,000
35雑　支　出 20,000
　01慶　弔　費 20,000
　02雑　支　出 0
36積立金繰入 0
　01建設積立金繰入 0
　02その他の積立金繰入 0
37引当金繰入 0
　01修繕引当金繰入 0
　02備品等購入引当金繰入 0
　03人件費引当金 0

　　当　期　収　入　額　計 1,893,953 　　当　期　支　出　額　計 1,794,204
　　　　　前期繰越金 114,763 　　　　　当期繰越金 214,512

　　　収　　入　　合　　計 2,008,716 　　　支　　出　　合　　計 2,008,716

支　　　出　　　の　　　部 収　　　入　　　の　　　部
      　　　　　　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自2006.4.1至2007.3.31

２００６年度　収支決算報告書
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守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
一
八
年

四
月

一
日(

土)

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
八
年

六
月

三
日(

土)

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
八
年
一
〇
月

七
日(

土)

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
八
年
一
一
月
二
五
日(

土)

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
九
年

二
月

二(
金)

〜
三
日(

土)

奈
良
県

（
一
泊
研
修
）

◆
全
国
大
会

平
成
一
八
年

六
月
一
七
〜
一
八
日

沖
縄
県
宜
野
湾
市

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
障
害
者
自
立
支
援
法
と
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
」

◆
３
専
門
部
会

平
成
一
八
年

九
月

二
日(

土)

神
戸
市
立
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
一
九
年

一
月
二
〇
日(

土)

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
敦
賀
（
福
井
県
支
部
担
当
）

「
新
し
い
障
害
保
健
福
祉
時
代
の
到
来
と
療
育
」

「
措
置
か
ら
契
約
」

―３―

既に納入がお済みの方にはあし

からずお許しを賜りますようお願

い申し上げます。

＜問い合わせ＞

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵 便 振 替＞

００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会
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基
本
方
針

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人

格
と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害

児
・
者
が
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
。

活
動
方
針

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
障
害
の
重
い
人
が
地

域
で
生
活
し
て
い
く
う
え
で
の
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て

来
て
い
る
。
真
に
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
さ
れ
、

有
効
に
活
用
で
き
る
制
度
で
あ
る
の
か
把
握
し
、
具
体
策
を

出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

重
い
障
害
の
人
ほ
ど
多
く
の
医
療
と
支
援
が
必
要
で
、
負

担
が
多
く
な
る
制
度
に
は
、
当
初
か
ら
不
安
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。
社
会
的
資
源
の
整
備
、
特
に
医
療
ケ
ア
が
必
要

な
人
の
地
域
で
の
受
け
皿
が
無
い
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
今
回

の
改
革
は
、
最
も
弱
い
人
々
の
切
り
捨
て
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

重
症
心
身
障
害
児
者
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
は
、
在
宅
生

活
の
介
護
負
担
に
重
く
の
し
か
か
り
、
社
会
参
加
や
会
活
動

へ
の
参
加
も
難
し
く
し
て
い
る
。
重
症
心
身
障
害
児
者
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
施
策
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
が
で

き
る
力
を
確
固
と
し
た
も
の
に
し
た
い
。

よ
り
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
の
た
め
「
最
も
弱
い
者
を
一

人
も
も
れ
な
く
守
る
」
と
い
う
会
の
理
念
に
恥
じ
る
こ
と
な

く
、
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
当
事
者
の
声
を
集
約
し
、
多

く
の
課
題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
機
関
紙
を
通
じ
た
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
、
重
症
児
者
の
為
の
支
援
者
育
成
研
修
会
を
執
り
行
う
と

共
に
、
堺
市
に
計
画
中
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設
開
設
に
向

け
て
当
事
者
の
声
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
会
員
か
ら
の
相
談
業
務
需
要
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉

情
勢
を
勘
案
し
、
権
利
擁
護
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

事
業
計
画

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
向
け
た
勉
強
会
等
を
開

催
し
、
会
活
動
の
理
解
を
拡
げ
る
。
ま
た
、
各
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
た
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
に
よ
り
、
情
報
の
発
信
及
び
情
報

交
換
の
場
を
持
つ
。

２
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
会
員
並
び
に
関
係
者
等
の
情
報
交
換
及
び
研
修
の
場
と
し

て
実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
並
び
に
広
汎
性
発

達
障
害
に
関
す
る
研
修
会
等
の
各
種
の
研
修
会
等
を
開
催

す
る
。

☆
重
症
心
身
障
害
児
・
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
の

人
材
育
成
事
業(

財
団
法
人

高
津
成
和
会
助
成
事
業)

☆
広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
権
利
擁
護
事
業

（
独
立
行
政
法
人

福
祉
医
療
機
構
助
成
事
業
）

３
．
交
流
事
業

◆
会
員
相
互
の
交
流
の
た
め
の
事
業
、
並
び
に
情
報
交
換
等

の
た
め
の
会
員
に
よ
る
集
会
等
の
実
施
。

☆
家
族
交
流
会
の
実
施

４
．
啓
発
事
業

◆
大
阪
府
並
び
に
各
市
に
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
う
と
共

に
実
態
に
応
じ
た
施
策
の
実
施
を
求
め
て
い
く
。

５
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

会
活
動
の
広
報
の
場
と
し
て
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
発
刊

し
、
会
の
活
動
の
強
化
及
び
会
員
の
拡
大
に
繋
げ
る
。

(

年
間
８
回
発
行)

◆
◆
月
別
活
動
予
定
◆
◆

四

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

五

月

定
期
総
会
・
記
念
講
演
会(
二
〇
日
）

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

六

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

七

月

運
営
委
員
会

実
態
調
査

広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
権
利
擁

護
を
考
え
る
研
修
会(

七
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

八

月

運
営
委
員
会

九

月

運
営
委
員
会

講
習
会(

人
材
育
成
事
業
）

広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
権
利
擁

護
を
考
え
る
研
修
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
〇
月

運
営
委
員
会

交
流
会

一
一
月

運
営
委
員
会

講
習
会
（
人
材
育
成
事
業
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
二
月

運
営
委
員
会

講
習
会(

人
材
育
成
事
業
）

一

月

運
営
委
員
会

広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
権
利
擁

護
を
考
え
る
研
修
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

二

月

運
営
委
員
会

講
習
会(

人
材
育
成
事
業
）

平
成
一
九
年
度
事
業
計
画

―４―



　　    　科　　　　　　目 金　　   額 摘　　　　　　　要 　   　　科　　　　　　目  金　　　額 摘　　　　　　　要
41会　費　収　入 1,030,000 31事　務　費　支　出 774,512
　01正会員会費収入 900,000 　01職員俸給 0
　02協力会員会費収入 130,000 　02職員諸手当 0
42寄付金収入 100,000 　03賃　　　金 0
　01寄付金収入 100,000 　04法定福利費 0
43事　業　収　入 800,000 　05旅　　　費 50,000会議等参加旅費ほか
　01バザー収入 0 　06一般物品費 60,000消耗品など
　02その他の事業収入 800,000研修会等参加費、書籍売上、印刷代ほか 　07固定資産物品費 0
44補助金収入 3,000,000 　08印刷製本費 200,000 コピー、印刷経費など
　01地方公共団体補助金収入 0 　09光熱水費 0
　02公益事業補助金収入 3,000,000福祉医療機構助成金、高津成和会助成金 　10会　議　費 120,000会場費、茶菓子ほか
45本部助成金収入 0 　11修　繕　費 0
　01本部助成金収入 0 　12役　務　費 200,000通信運搬（電話料金含む）、手数料など
46雑　　収　　入 10,000 　13借料損料 126,000複写機リース料
　01雑　　収　　入 10,000 　14雑　　　費 18,512
47設備資金借入金収入 0
　01設備資金借入金収入 0 32事　業　費　支　出 3,950,000
48引当金戻入 0 　01研修会開催費 400,000会場費、設営費、講師料ほか
　01修繕引当金戻入 0 　02レクリェーション活動費 100,000交流会（会場費含む）
　02備品等購入引当金戻入 0 　03分会活動費 20,000
　03人件費引当金戻入 0 　04調査啓発事業費 30,000
49積立金戻入 0 　05機関紙出版費 100,000機関紙印刷費、発送費用など
　01建設積立金戻入 0 　06その他の事業費 3,300,000助成事業ほか
　02その他の積立金戻入 0

33本部会費 350,000
　01本部会費 350,000
34近畿ブロック会費 60,000
　01近畿ブロック会費 60,000 ブロック負担金含む
35雑　支　出 20,000
　01慶　弔　費 20,000
　02雑　支　出 0
36積立金繰入 0
　01建設積立金繰入 0
　02その他の積立金繰入 0
37引当金繰入 0
　01修繕引当金繰入 0
　02備品等購入引当金繰入 0
　03人件費引当金 0

　　当　期　収　入　額　計 4,940,000 　　当　期　支　出　額　計 5,154,512
　　　　　前期繰越金 214,512 　　　　　当期繰越金 0

　　　収　　入　　合　　計 5,154,512 　　　支　　出　　合　　計 5,154,512

支　　　出　　　の　　　部 収　　　入　　　の　　　部
      　　　　　　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自2007.4.1至2008.3.31

２００７年度　収支予算書
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三

月

運
営
委
員
会

講
習
会(

人
材
育
成
事
業
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
一
九
年

四
月

七
日(
土)

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
一
九
年

六
月

二
日(
土)
砂
子
療
育
園

平
成
一
九
年
一
〇
月

六
日(

土)
ア
ピ
オ
大
阪

平
成
一
九
年
一
一
月
二
四
日(

土)

平
成
二
〇
年

二
月

一(

金)

〜
二
日(
土)

京
都
府

（
一
泊
研
修
）

◆
全
国
大
会

平
成
一
九
年

六
月
一
六(

土)

〜
一
七
日(

日)

兵
庫
県

◆
四
専
門
部
会

平
成
一
九
年

九
月

一
日(

土)

神
戸
市
立
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
〇
年

一
月
一
九
日(

土)

和
歌
山
県
支
部
担
当

◆
支
部
長
会
議

平
成
一
九
年

五
月
二
七
日(

日)

平
成
二
〇
年

二
月
一
〇
日(

土)

〜
一
一
日(

日)

◆
専
門
部
会
長
会
議

平
成
一
九
年

九
月
一
五
日(

土)

〜
一
六
日(

日)

―５―
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診療報酬改定に関する要望について

平成１８年４月の診療報酬の改定により、重症心身障害児施設で様々な問題が生じてきていることから、去る４月

１０日、厚生労働省保険局医療課長に対し、重症心身障害児者の医療・福祉についての要望書を提出しました。

平成１９年４月１０日

保険局医療課長 原 徳壽 様

社会福祉法人全国重症心身障害児（者）を守る会

会 長 北浦 雅子

重症心身障害児者の医療・福祉についての要望

重症心身障害児者に対する保健・医療につきまして、

日頃より格別のご高配を賜っておりますこと深く感謝申

し上げます。

お陰をもって、重症児者は施設や地域で生きる喜びを

もって生活を営むことができるようになり感謝いたして

いるところであります。しかしながら、昨年４月以降の

診療報酬改定が行われてから、重症児者の医療に対して

危機感を持つようになりました。

重症児者は、医療がなければ生きてゆけない人たちで

あり、生活の場所が地域でも、また施設であってもその

拠り所となるものは重症心身障害児施設です。

最近、重症心身障害児施設では、超重症児といわれる

人たちの入所が増加してまいりました。又、ＮＩＣＵ

を持つ医療機関から後医療としての受け入れが要請され

ているところです。

１ 障害者施設等入院基本料を病棟ごとの算定と

して認めていただきたい。

現在、障害者施設入院基本料については、「複数の障

害者施設等一般病棟がある場合には、当該病棟全てにつ

いて同じ区分の障害者施設等入院基本料を算定する」と

されていますが、入所児者の状態により病棟によって看

護師配置を特に手厚くする必要があるところもあるので、

超重症児が多く居る施設では、止むを得ず病棟ごとのい

わゆる傾斜配置の体制としています。そのうえで全ての

病棟で１０対１以上の配置が出来る看護師の確保ができ

ればよいのですが、極めて困難な状態にあるところです。

このため、超重症児の受け入れを見合わせざるを得ない

ことも起こっています。

つきましては、現在のような傾斜配置での算定も継続

して認めていただくとともに、各病棟それぞれ異なる区

分での算定も認めていただくことを要望するものです。

なお、在宅福祉が進められている中で、在宅の超重症

児が短期入所として重症児施設を利用する場合、超重症

児を受け入れる施設が看護師の確保難もあって、超重症

児の受け入れを断られるなど利用が困難な状態となって

いるのが実情です。在宅支援推進のためにもご配慮いた

だきたくお願いします。

２ 障害者施設等入院基本料算定病棟での「７対

１看護」を認めていただきたい。

超重症児に対応するため、当該病棟では看護師配置を

７対１以上としているところがありますので、この場合

には超重症児の入院率が一定の条件を満たしている場合

には、当該病棟においても「７対１看護」をお認めいた

だきたく要望いたします。

３ 特殊疾患入院施設管理加算について

特殊疾患入院施設管理加算は、そもそも重症心身障害

児施設の入院（入所）者の特性を考慮して設けていただ

いた経緯があります。

昨年４月改正により、療養病棟を選択している重症心

身障害児施設については、特殊疾患入院施設管理加算が

廃止されました。

重症心身障害児施設の入院（入所）者は、脳性まひな

ど小児期の脳障害を主原因とし、多くのかつ変動しうる

合併症を伴っています。それぞれの病態に対して、濃厚

な医療が間歇的かつ突発的に出現するため、常時継続し

た医療体制が必要とされます。

つきましては、障害者施設等入院基本料の算定病棟に

直ちに移行できない施設について、特例を設けて復活し

ていただきたくお願いいたします。

４ リハビリテーションについて

（１）脳血管疾患等リハビリテーション料について

３月３０日付で出された改正通知によれば、脳血管

疾患等リハビリテーション料に関し、算定日数の上限

の除外対象患者の取り扱いについて、

① 児童福祉法第４３条の３に規定する肢体不自由児施設

② 又は同法第２７条第２項に規定する国立高度専門

医療センター及び独立行政法人国立病院機構の設

置する医療機関であって厚生労働大臣の指定する

ものの通園者（外来患者を含む。）

とされていますが、児童福祉法第４３条の４の重症心

身障害児施設が対象にされていないのは、どのような

理由によるものなのでしょうか。

同じく児童福祉法の障害児医療施設として、認めて

いただきたくお願いするものです。

（２）障害児（者）リハビリテーション料について

昨年４月改正により、障害児（者）リハビリテーショ

ン料を設けていただき感謝いたしております。

この対象患者は、脳性麻痺等の発達障害児・者及び

児童福祉法に定める施設（第４３条の３の肢体不自由

児施設、第４３条の４の重症心身障害児施設）の入所・

通所者（外来患者を含む）とされています。

現在、重症心身障害児（者）の通所事業（診療所に

併設）が行われておりますが、法律に定められた施設

でないため、リハビリを行っても肢体不自由児通所と

同様の扱いを受けることが認められていません。

つきましては、その実態を検証いただき同等のもの

としてお認めいただきたくお願いいたします。
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支える会総会記念講演会
５月２０日、びわこ学園医療福祉センター 統括施設長 杉本健郎氏を

お迎えして、「重症心身障害児者の地域生活支援のために―入所施設と地

域在宅生活を結んで―」というテーマで、重症心身障害児者を取り巻く昨

今の状況やびわこ学園医療福祉センターの地域生活支援の取り組みをお話

して頂きました。

近年、医療的ケアを必要とする人が増えており、又重症化してきている

という現状がありますが、その在宅生活を支援する施策がほとんどありません。自立支援法の中には

医療的ケアを必要とする人を支援するメニューが無いということです。日中活動の場でも、居宅介護

の場でも医療的ケアのある人は支援を受けることが非常に難しく、介護の負担が親に重くのしかかっ

ているのです。そこで、びわこ学園医療福祉センターでは、在宅が出来ないのなら入所・入院へとな

るのではなく、施設の機能とノウハウを活かして、在宅生活を支援する医療的ケアができる人材育成

や、サポートできるシステムを作ろうとされています。

入所施設を核に訪問看護・訪問リハ・訪問介護の地域支援システム作りの取り組みが紹介されました。

又、重症児施設は、医療的ケアの必要な人にとって唯一の拠り所となる施設ですが、今運営の危機

に立っているということが話されました。

重症心身障害児施設は他の入所施設と違い、費用が児童福祉法による福祉サービス費用に医療法に

よる診療報酬の両方で成り立っています。これは世界で日本のみの、只の病院ではない生活の場であ

る施設なのです。しかし今、この医療部分の診療報酬の改定により、重症児施設は大きな変革を迫ら

れているのです。

重症児施設の根拠法である児童福祉法の見直しが３年後にあります。重症児施設の事業体系がどの

様になるのか見守らなければならないということです。

医療的ケアのある人への唯一の支援策が「重症心身障害児者通園事業Ａ型・Ｂ型」です。重症児施

設に付帯したＡ型通園、身近な施設に付帯したＢ型通園は医療的ケアのある人にとってかけがえのな

い拠り所となっていますがこの事業が自立支援法下で見直されようとしています。

当事者、支援関係者等１１０名が参加された講演会でした

が、重症児者が地域で暮らし続けていくために何が必要で、

どの様に動く必要があるのか、それぞれに課題を与えられた

思いでした。

地域で在宅生活をおくりたいと願う人が安心して暮らすた

めに、重症児施設の存在と役割は欠かすことが出来ません。

いま、みんなが力を合わせて、この医療と福祉が融合した施

設を守り発展させなければならないと強く思いました。

（Ｎ）

―７―

障害児者サポートのための研修会

「コミュニケーション」

◇ 講 師： 小原 英輔 氏

◇ 日 時： 平成１９年７月３０日（月）

ＰＭ １：３０～３：３０

◇ 場 所： 早川福祉会館 ◇ 資料代： ５００円 ※会員は無料

◇ 講師プロフィール：

『現在、サービス提供責任者として地域支援に携わりながら、長年、障害児者に対し

て運動指導を行われています。より障害者の運動特性を知るために大学院で知的障害

者の運動特性についての研究を行い、今の現場で実践されています。』
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「支える会」事務局

〒５４５－００２１
大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階
大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５
ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！

「療育キャンプ」 ―白浜へ行こう―

・平成１９年１０月２４日（水）～２５日（木）

※ 詳細は次号にて

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む
◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む
【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む
【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

（運営資金の協力会員）

本会「支える」発行購読料含む
☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします。

大阪府重症心身障害児・者を支える会(全国重症心身

障害児(者)を守る会の大阪支部)への入会に

ついてご案内いたします。

「支える会」入会のご案内

「重症心身障害児者介護人養成講座」（初級・中級）
― 重症心身障害児・者の地域生活を支えるための人材育成事業 ―

【初 級】

・平成１９年１０月１３日（土） 早川福祉会館

２０日（土） 早川福祉会館

２１日（日） 大阪府立青少年会館
【中 級】

・平成１９年１１月２４日（土） 早川福祉会館

２５日（日） 調 整 中

１２月 １日（土） 大阪府立青少年会館

「広汎性発達障害を伴う重症児者の権利擁護を考える研修会」
― 独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育て・障害者基金」助成事業 ―

・第２回 研修会 平成１９年１０月 ８日（月・祝）13：00～16：30

講師 飯田 雅子氏

・第３回 研修会 平成２０年 １月２６日（土） 13：00～16：30

講師 岡田 喜篤氏


